
事　業　の　概　要

1

経験３年以内（期間採用を含む）の教員の資質向上に向け、（アドバ
ンス・ティチャー〈ＡＴ〉）を派遣

2

小学校第４・５・６学年を対象とし、国語、算数の単元末評価問題を実
施。継続的な取組を通して、授業改善のPDCAサイクルを確立し、児
童の考える力、記述する力を高め、学力向上を図る。

3
県独自の学力調査（中２）の実施により，生徒の学習状況を把握

4

しなやかな心の育成推進事業を、学校・家庭・地域・関係機関が連携
して、子供たちに豊かな人間性を育むため、県民総ぐるみで取り組ん
でいく

5

道徳教育のスキルアップ研修や道徳教育推進校として小中学校６校
を指定し、道徳教育の充実や道徳の授業改善に関する具体的な取
組を行う

6

生徒、教員、保護者が、地域自治体や県警と連携し、道徳教育の一
環として小・中・高校生や一般の方に、交通ルールの遵守やマナー
の向上、あいさつの励行等の声かけを行う。

7
道徳教材の活用推進、道徳教育研究会、研修会の実施

8
青少年健全育成に目を向けてもらうため、各市町村民会議と連携し、
街頭キャンペーンを実施

9

子どもの体力を向上させるために、子どもたちが運動する機会をつく
り、運動習慣が定着するよう、学校、家庭、地域と連携した事業を推
進するとともに、体力向上にむけた効果的な取組を提言できるよう、
委員会を設置し、子どもの体力向上を推進する

施策の内容３

健やかな体の育成

義務教育課

高校教育課

スポーツ健康課

施策の内容１
　
確かな学力の向上

施策の内容２

豊かな心の育成

学びのサイクル改善事業

義務教育課
山梨県学力把握調査事業

・新体力テスト・健康実態調査
・健康・体力つくり一校一実践運動事業
・目指せ！やまなしチャンピオン！事業
・もっと楽しい体育授業で体力アップ！事業

通学時マナーアップ運動

高校教育課

高等学校道徳教育の充実

答申に基づく子供・若者育成施策の概要（たたき台）

取組の柱１　基礎的能力である「知・徳・体」の育成

実　   施   　事　  業    名 担　当　課

義務教育課

しなやかな心の育成推進事業 教育庁総務課・義務教育
課・高校教育課・社会教
育課・スポーツ健康課

若手教員グローアップ事業

基本目標Ⅰ　全ての子供・若者の健やかな成長に向けた支援

やまなし道徳教育研究推進事業

義務教育課

あいさつ・声かけ運動市町村民会議等普及事業
社会教育課

※令和元年11月13日（水）に青少年問題協議会から知事へ答申した内容に基づき、現在、県において実施されている主な事業を整理したもの。

施策の内容

資料２
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10

子どもが自ら進んで健康な生活を送る実践力の育成を目指し、学校
での教育活動全体を通じて、学校保健、食育、学校安全の指導内容
や指導方法の充実を図るとともに、学校と地域の医療機関や専門家
等との連携を促進する

事　業　の　概　要

11
読書をきっかけに家族のコミュニケーションを深める「家読」の推進を
行う

12
本を贈る習慣を定着させ、読書活動を推進するのを目的に、各種公
募活動やイベントを実施する

13

子ども読書活動推進事業 子供が生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成する
ため、全ての子供の読書活動を支援し、読書活動の充実を図る

14
図書館を活用した授業の推進

15

県内の高校生が集まり、インターネットの依存防止や安全利用をめざ
し、情報モラルや安全利用の方法について意見交換や学習をする機
会とする

16
アイオワへの短期留学プログラムの実施

17
留学への支援

18

生徒の原子力・エネルギーについての意識を一層高めるとともに、教
科に対する学習意欲を喚起し、主体的に持続可能な社会を構築でき
る人材の育成を目指す

19
新しい価値の創出に挑む起業家精神を持つ人材の育成に向け、地
域や企業、外部機関と連携・協働した起業家教育の充実を図る

20

大学や研究機関・企業・県立科学館との連携を深め、最先端の科学
技術や研究に触れる機会を提供し、科学への関心を高める。また、
指定校を拠点とし、その成果を県内の小・中学校に還元し、先進的な
理数教育を受ける機会を提供する

21

若者が豊かな発想や行動力、ネットワークを利用して、主体的にまち
づくりに参画することで、将来の地域リーダーとしての資質向上を図
る

22

青少年が体験してきた学習活動、ボランティア活動、自分が得意とす
ること等の成果を発表するため､講師としてチャレンジする機会を提
供する

施策の内容３

健やかな体の育成

高校教育課

スポーツ健康課

やまなし若者中心市街地活性化協働事業

社会教育課

社会教育課

社会教育課

実　   施   　事　  業    名 担　当　課

エネルギー教育推進事業
高校教育課

（義務教育課）

自ら学ぶ学校図書館活用事業
高校教育課

取組の柱２　　社会的・職業的自立に必要な能力の育成

健康教育の推進

高校生のネットシンポジウム

高校生留学促進事業

グローバル人材育成留学促進事業

キャリアビジョン形成支援事業

家読推進運動

やまなし読書活動促進事業

高校教育課

施策の内容１

社会の変化に対応できる能力
の育成

高校教育課

スーパー・サイエンス・ハイスクール（ＳＳＨ）

施策の内容２

社会参加の推進
生涯学習・支援事業
　（Ｕ－２１チャレンジ講座） 生涯学習文化課

社会教育課

社会教育課

高校教育課

施策の内容
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再
掲

インターンシップや職業意識啓発に向けた体験学習の支援，ライフプ
ラン講座の支援とともに、学校の中では体験できない多様な社会体
験を通して探求的な学びを実現し、キャリア教育の充実をめざす

23
学校の中では体験できない多様な社会体験を通して探求的な学びを
実現し、キャリア教育の充実をめざす

24
就農に向けた技術等の習得研修　

25

地域産業界と工業系高校が連携し、工業系高校生の技術力を向上
させ、ものづくりを支える専門的職業人を育成する

26
社会の変化や産業の動向等に対応した、高度な知識・技能を身につ
け、社会の第一線で活躍できる専門的職業人材育成

27
離転職者を対象とした職業訓練の実施

28
学卒者を対象とした職業能力開発事業の実施、新規学卒者及び概
ね35歳以下の若者離職者を対象とした訓練の実施

29
個別カウンセリングﾞ、セミナー等による就労支援と相談

高校教育課

緊急離転職者訓練費

農業大学校における研修の充実

社会参画体験事業

スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（ＳＰ
Ｈ）

工業系高校生実践的技術力向上事業

施策の内容３

職業的自立に向けた能力の育
成と就労支援の充実

高校教育課

専門課程、普通課程職業訓練の実施

キャリアビジョン形成支援事業

高校教育課

「やまなし・しごと・プラザ」事業（ジョブカフェやま
なし・ジョブカフェサテライトの運営） 労政雇用課

産業人材育成課

農業技術課

高校教育課

産業人材育成課
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事　業　の　概　要

30 農業技術の習得等により新規就農者を確保し、定着させる

再
掲

個別カウンセリング、セミナー等による就労支援

再
掲

インターンシップや職業意識啓発に向けた体験学習の支援，ライフプ
ラン講座の支援

31
臨床心理士等をスクールカウンセラーとして学校に配置・派遣し、課
題を抱える児童生徒や保護者へのカウンセリングを行い、相談体制
の強化を図る

32
社会福祉士等をスクールソーシャルワーカーとして教育事務所等に
配置し、相談体制の強化を図る

33
教育四者・山梨大学と連携した教育相談を各地域、山梨大学などで
実施し、問題行動の未然防止、早期の適切な対応を図る

34 教育相談員の配置

35 養護教諭の複数配置

36
いじめや不登校など様々な問題を抱える児童生徒やその保護者等
を対象に面接相談及び２４時間体制の電話相談を実施する

37
不登校児童生徒を対象に、再登校に向けた支援を県下２ヶ所の教育
支援センターで実施する。

38
特別な支援が必要な生徒に「高校生こころのサポートルーム」におい
て、円滑に高校生活を送るための教育的な支援

39

・家族、本人、関係機関等から電話、来所（予約）による相談
・「ひきこもり支援検討会議」による連携支援
・人材育成（不登校含む）

施策の内容１

ニート等に対する就労支援の強
化

地域連携教育相談事業

ひきこもり対策推進事業（ひきこもり相談窓口の
設置等）
・精神保健福祉に関する相談（不登校、ひきこもり
等）
・思春期コンサルタント事業（相談、ワークショッ
プ）

総合教育センター（石和・
都留こすもす教室）

高校改革・特別支援教育
課

障害福祉課
精神保健福祉センター

義務教育課

取組の柱３　ニート、ひきこもり、いじめ、不登校、高校中途退学者等への支援の充実

実　   施   　事　  業    名 担　当　課

基本目標Ⅱ　困難を有する子供・若者やその家族へのきめ細かな支援

義務教育課
（高校教育課）

教育相談に係る人員配置

高校教育課

総合教育センター

高校教育課

スクールカウンセラーの配置・派遣

キャリアビジョン形成支援事業

就農定着支援制度推進事業

高校教育課

農業技術課
（担い手・農地対策室）

スクールソーシャルワーカーの派遣

教育支援センターの運営

総合教育センター面接相談・２４時間電話相談

高校生こころのサポートルーム活用事業

労政雇用課

「やまなし・しごと・プラザ」事業（ジョブカフェやま
なし・ジョブカフェサテライトの運営）

義務教育課
(高校教育課)

施策の内容

施策の内容２

ひきこもりの子供・若者への支
援の充実
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40
相談窓口「かるがも」をぴゅあ総合に開設し、電話による相談の他、
面接や臨床心理士によるカウンセリングも無料で実施している

41

生活困窮者の抱えている課題を評価・分析したうえでそのニーズを
把握し、ニーズに応じた支援が計画的かつ継続的に行われるよう自
立支援計画を策定する。そして、計画に基づく各種支援が包括的に
行われるよう、関係機関との連絡調整を行う

42
・住居確保給付金の支給
・家計改善支援事業

43

家族や本人、関係機関等の依頼による電話または来所(予約)による
相談等
・対象者の能力・性格の調査
・問題行動の分析や指導方法の提案
・事例検討会等への参加
・講演・出前授業等

44

臨床心理士等をスクールカウンセラーとして学校に配置・派遣し，課
題を抱える児童生徒や保護者へのカウンセリングを行い，相談体制
の強化を図る

45

いじめ防止のための調査研究等、有効的な対策を検討するため専門
的知見から審議、調査を行う。また、重大事態が発生した場合には
事実関係の調査等を行う

46
不登校に悩む子供への関わり方を保護者が研修するとともに、保護
者間で情報共有をする。

47
教育四者・山梨大学と連携した教育相談を各地域、山梨大学などで
実施し、問題行動の未然防止、早期の適切な対応を図る

再
掲

家族や本人、関係機関等の依頼による電話または来所(予約)による
相談等
・知能検査・心理検査等の実施とフィードバック
・問題行動の分析や指導方法の提案・助言
・事例検討会等への参加
・講演・出前授業等の実施

再
掲

不登校児童生徒を対象に，再登校に向けた支援を県下２ヶ所の教育
支援センターで実施する

再
掲

いじめや不登校など様々な問題を抱える児童生徒やその保護者等
を対象に面接相談及び２４時間体制の電話相談を実施する

再
掲

社会福祉士等をスクールソーシャルワーカーとして教育事務所等に
配置し、相談体制の強化を図る。

再
掲

離転職者を対象とした職業訓練の実施

福祉保健総務課

福祉保健総務課

地域連携教育相談事業 義務教育課
（高校教育課）

甲府少年鑑別所

保護者のための不登校研修会
義務教育課

教育支援センターの運営 総合教育センター（石和・
都留こすもす教室）

総合教育センター面接相談・２４時間電話相談
総合教育ｾﾝﾀｰ

スクールソーシャルワーカーの派遣 義務教育課
（高校教育課）

緊急離転職者訓練費
産業人材育成課

義務教育課
（高校教育課）

法務少年支援センター甲府（甲府少年鑑別所）に
よる相談等

甲府少年鑑別所

県立学校いじめ問題対策委員会開催

高校教育課

子育て相談総合窓口の設置

社会教育課

生活困窮者自立相談支援機関による相談

法務少年支援センター甲府（甲府少年鑑別所）に
よる相談等

スクールカウンセラーの配置・派遣

生活困窮者自立支援法関係事業

施策の内容２

ひきこもりの子供・若者への支
援の充実

施策の内容３

いじめ、不登校への対策・支援
の充実

施策の内容４
　
高校中途退学の防止対策と中
途退学者への支援の推進
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48

ひとり親家庭の親と児童が高等学校卒業程度認定試験のために受
講する講座費用を給付する

事　業　の　概　要

49
特別支援教育を総合的に推進する

50
高校に在籍する特別な支援を必要とする生徒に対し教育的な支援を
行う

51
学校、地域、関係機関との交流活動

52

知的障害者を対象とした訓練の実施
障害者の能力や適性に応じた多様な訓練の実施

53
企業が障害者を雇用した場合に、国の助成修了後、１年間助成する

54
県が養成した「県版障害者ジョブコーチ」を就労を希望する障害当事
者等の求めに応じて派遣し、就労定着率を上げる

55
障害者の企業への円滑な就労や障害者の職業意識、職業能力の向
上を図るため、障害者のための職業能力検定を実施する

再
掲

特別支援教育を総合的に推進する

再
掲

高校に在籍する特別な支援を必要とする生徒に対し教育的な支援を
行う

再
掲

臨床心理士等をスクールカウンセラーとして学校に配置・派遣し、課
題を抱える児童生徒や保護者へのカウンセリングを行い、相談体制
の強化を図る

再
掲

社会福祉士等をスクールソーシャルワーカーとして教育事務所等に
配置し、相談体制の強化を図る

再
掲

学校、地域、関係機関との交流活動

高校改革・特別支援教育
課

義務教育課
（高校教育課）

【重点】　取組の柱４　　障害のある子供・若者への支援の充実

実　   施   　事　  業    名 担　当　課
インクルーシブ教育推進事業

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支
援給付金事業 子ども福祉課

スクールソーシャルワーカーの派遣

高校改革・特別支援教育
課

交流及び共同学習推進事業 高校改革・特別支援教育
課

高校生こころのサポートルーム活用事業

障害者職業能力検定

高校改革・特別支援教育
課

産業人材育成課（高校改
革・特別支援教育課）

交流及び共同学習推進事業 高校改革・特別支援教育
課

インクルーシブ教育推進事業

スクールカウンセラーの配置・派遣
義務教育課

（高校教育課）

障害者職業能力開発事業
障害者の態様に応じた委託訓練事業

障害者雇用安定促進助成金

産業人材育成課（障害福
祉課、高校改革・特別支

援教育課）

産業人材育成課

県版障害者ジョブコーチ派遣事業
障害福祉課

高校生こころのサポートルーム活用事業

高校改革・特別支援教育
課

施策の内容

施策の内容４
　
高校中途退学の防止対策と中
途退学者への支援の推進

施策の内容１

障害のある子供・若者への支援
の充実

施策の内容２
　
発達障害のある子供・若者への
支援の充実

6



事　業　の　概　要

56

内閣府主唱の「青少年の非行･被害防止全国強調月間」（７月）に呼
応し、青少年の非行･被害防止活動の推進と健全育成の徹底を図る

57

非行防止教室
非行防止のためのパンフレットの作成・配布
暴走族をはじめとした非行グループの実態解明と解体、離脱支援
先制的非行予防対策のための街頭補導活動の強化
再犯防止のための関係機関との連携

58

教職員研修会等の実施

59
薬物乱用が少年の身体に与える危険性を理解させる

60

青少年に対する啓発活動
○「ダメ。ゼッタイ。普及運動」
　ヤング街頭キャンペーン：  保健所毎に中・高校生と実施
○薬物乱用防止の出前講座（中・高生、専門学校等）の実施

61
少年相談業務

62
少年や保護者等から少年問題に関する相談を電話で受け付ける

再
掲

家族や本人、関係機関等の依頼による電話または来所(予約)による
相談等
・知能検査・心理検査等の実施とフィードバック
・問題行動の分析や指導方法の提案・助言
・事例検討会等への参加
・講演・出前授業等の実施

63
問題を抱えた少年に規範意識の向上と地域との絆の強化を図ること
を目的として、社会奉仕体験活動を行う

64

非行等の問題を抱える少年の立ち直りを支援するため、教育委員会
と警察本部が主体となり、伴走型による支援プログラムの実施や支
援情報のフィードバック等により、少年非行の減少、非行の連鎖の防
止等を図る

65

学校、警察の少年非行防止を担当する各課が情報共有しながら健
全育成に向けた取組を行う

学校警察補導連絡中央協議会

山梨県少年サポートネット推進事業

社会教育課（少年･女性
安全対策課）

施策の内容１

非行・犯罪防止対策の充実

施策の内容２

立ち直り相談・支援体制の充実

薬物乱用防止教室（酒、たばこなどを含む） スポーツ健康課（保健給
食）及び各保健福祉事務

所（支所を含む）

青少年の非行・被害防止県民大会

社会教育課

非行防止対策

少年・女性安全対策課
交通指導課

及び各警察署

取組の柱５　　非行・犯罪防止対策と立ち直り支援の充実

非行防止対策 少年・女性安全対策課及
び各警察署

ヤングテレホン
少年・女性安全対策課

法務少年支援センター甲府（甲府少年鑑別所）に
よる相談等

甲府少年鑑別所

実　   施   　事　  業    名 担　当　課

少年･女性安全対策課、
義務教育課、高校教育
課、スポーツ健康課、私

学・科学振興課

薬物乱用防止教室 少年・女性安全対策課及
び各警察署

薬物乱用対策推進事業
衛生薬務課及び各保健
福祉事務所（支所を含

む）

少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動 少年･女性安全対策課
及び各警察署

施策の内容

7



66

青少年と関わりの深い業界に対して社会環境の健全化に関する意
識啓発を行う。各地域の店舗へ自主規制の協力依頼のためのキャ
ンペーンや、青少年を取り巻く環境の現状と問題について理解を深
めるセミナーを開催する

事　業　の　概　要

再
掲

社会福祉士等をスクールソーシャルワーカーとして教育事務所等に
配置し、相談体制の強化を図る

67
子育てや青少年の健全育成に関する相談業務に携わっている県下
の相談機関の代表者が、情報や意見の交換により、連携を密にし、
子育て中の親や青少年への支援を推進していく

68
日本語指導センター校担当者会、帰国外国人児童生徒教育研究会
の実施、外国人児童生徒の母語の分かる通訳者を活用した教育相
談の実施

69

山梨いのちの日に合わせ、ラジオＣＭや街頭キャンペーンなどを行
い、県民一人ひとりの自殺のサインへの気づきや適切な対処方法等
に関する理解の促進を図る

70

自殺予防週間や自殺対策強化月間に合わせ、いのちのセーフティー
フォーラム等の開催やパンフレット等を作成配布するとともにテレビ、
ラジオ、広報誌等により集中的に広報啓発を行う

再
掲

臨床心理士等をスクールカウンセラーとして学校に配置・派遣し、課
題を抱える児童生徒や保護者へのカウンセリングを行い、相談体制
の強化を図る

再
掲

社会福祉士等をスクールソーシャルワーカーとして教育事務所等に
配置し、相談体制の強化を図る

71
山梨労働局等と連携し、ストレスチェックの実施など職場におけるメン
タルヘルス対策の普及啓発を図る

再
掲

いじめや不登校など様々な問題を抱える児童生徒やその保護者等
を対象に面接相談及び２４時間体制の電話相談を実施する

72

こころの問題について、気軽に相談できる「こころの健康相談統一ダ
イヤル」を運営しながら、より多くの人が相談しやすい環境を整備

施策の内容２

子供・若者の自殺対策の推進

山梨いのちの日（3月1日）における広報啓発

自殺予防週間・自殺対策強化月間における広報
啓発

スクールカウンセラーの配置・派遣

スクールソーシャルワーカーの派遣

職場におけるメンタルヘルス対策の普及啓発

総合教育センター面接相談・２４時間電話相談

障害福祉課

障害福祉課

義務教育課
（高校教育課）

義務教育課
（高校教育課）

労政雇用課

総合教育センター

義務教育課

施策の内容２

立ち直り相談・支援体制の充実

やまなし青少年社会環境健全化推進会議

社会教育課

【重点】　取組の柱６　　外国人等、特に配慮が必要な子供・若者への支援の充実

施策の内容 実　   施   　事　  業    名 担　当　課

義務教育課
（高校教育課）

障害福祉課

こころの健康相談統一ダイヤル

子育て・青少年相談機関連絡会議

社会教育課

日本語学習支援の推進

施策の内容１

外国人の子供・若者、帰国児童
生徒の支援の充実

スクールソーシャルワーカーの派遣

8



73

多様性を尊重する社会を実現するため、講演会を開催し、性的指向
及び性同一性の多様性に関する理解の促進と普及啓発を図る

再
掲

多様な価値観や考え方等を児童生徒が互いに尊重し合い、その個
性と能力を十分に発揮できることを目指す人権教育の充実を図る

再
掲

いじめや不登校など様々な問題を抱える児童生徒やその保護者等
を対象に面接相談及び２４時間体制の電話相談を実施する

事　業　の　概　要

74
ひとり親家庭の児童を養育している母・父等に対して支給

75
ひとり親家庭の親と児童等が病気やけがで通院・入院した際の費用
を助成

76
ひとり親家庭の子どもが、高校・大学等で修学するために必要な経
費を貸付

77
相談窓口「かるがも」をぴゅあ総合に開設し、電話による相談の他、
面接や臨床心理士によるカウンセリングも無料で実施

78
母子保健行政（保健所・市町村保健師）及び愛育班員の育成

再
掲

臨床心理士等をスクールカウンセラーとして学校に配置・派遣し、課
題を抱える児童生徒や保護者へのカウンセリングを行い、相談体制
の強化を図る

再
掲

社会福祉士等をスクールソーシャルワーカーとして教育事務所等に
配置し、相談体制の強化を図る

79
通院：５歳未満児まで、入院：未就学児まで所得に関わらず窓口無料
化を実施

80
妊娠から育児まで母子一体的な支援体制の整備

施策の内容３
　
性的マイノリティに対する理解
の促進

人権啓発講演会の実施

「しなやかなこころの育成」推進事業

県民生活・男女参画課

義務教育課

「子供の貧困対策に関する大綱」の指標の改善に向けた重点施策として実施
（やまなし子どもの貧困対策推進計画参照）

子ども福祉課

母子保健地域組織育成事業

総合教育センター面接相談・２４時間電話相談
総合教育センター

母子・父子福祉資金貸付金（修学資金・就学支度
資金）

取組の柱７　　貧困等、困難を有する子供・若者やその家族への総合的な支援

施策の内容 実　   施   　事　  業    名 担　当　課

子ども福祉課

子ども福祉課
児童扶養手当

ひとり親家庭医療費助成事業

子育て相談総合窓口の設置

子ども福祉課

社会教育課

子育て政策課

義務教育課
（高校教育課）

スクールカウンセラーの配置・派遣
義務教育課

（高校教育課）

母子保健推進事業
産前産後ケアセンター事業、母子保健推進事業 子育て政策課

スクールソーシャルワーカーの派遣

乳幼児医療費助成事業
子育て政策課

施策の内容１

貧困問題を抱える子ども・若者
支援

施策の内容２

ひとり親家庭に対する支援や施
策の充実
　

施策の内容３

子育て家庭に対する支援や施
策の充実
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81
高等学校等の授業料に充てるための支援金を支給する

事　業　の　概　要

82

親としての学びと育ちを支援し、父親の家庭教育、地域活動への積
極的な参画を支援するとともに、社会全体による子育ての機運を醸
成する講座を実施

再
掲

相談窓口「かるがも」をぴゅあ総合に開設し、電話による相談の他、
面接や臨床心理士によるカウンセリングも無料で実施している

83

子育ての不安や悩みを解消し、自信をもってわが子に向き合い、子
育ての楽しさを実感できる親が増えるよう、教材「やまなしワクワク子
育て親育ちプログラム」において、その活用を促進する

84

学校評議員会の開催、学校評価の充実

85

地域・学校が連携・協働した活動の推進

86
放課後の小学生に遊びや生活の場を与え、健全育成を図る

87
安全・安心な子供の居場所を設け、地域の方々の参画を得て、学
習、文化・スポーツ、交流活動等の取組を推進する

88
八丈島での自然体験活動（８泊９日）を通して、心豊かでたくましい青
少年の健全育成と地域リーダーとしての資質向上を図る

再
掲

地域・学校が連携・協働した活動の推進

再
掲

青少年健全育成に目を向けてもらうため、各市町村民会議と連携し、
街頭キャンペーンを実施

89
子どもたちの見守り活動の実施。及びスクールガード養成講習会の
実施への支援。スクールガードリーダー育成講習会の開催。

社会教育課

子育て相談総合窓口の設置

社会教育課

社会教育課

放課後児童健全育成事業
子育て政策課

高等学校等就学支援金
高校教育課

やまなし学校応援団育成事業

社会教育課

学校評議員会の設置

高校教育課

基本目標Ⅲ　子供・若者の成長を社会全体で支える環境づくり

放課後子ども総合プラン推進事業
社会教育課

青少年長期自然体験活動事業
社会教育課

社会教育課

取組の柱８　　家庭・学校・地域の相互連携による教育力向上の推進

施策の内容 実　   施   　事　  業    名 担　当　課

やまなしワクワク子育て親育ちプロジェクト事業

イクメン応援出張講座

スポーツ健康課

あいさつ・声かけ運動市町村民会議等普及事業

やまなし学校応援団育成事業
社会教育課

地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業

施策の内容３

子育て家庭に対する支援や施
策の充実

施策の内容１
　
家庭の教育力向上のための支
援の推進

施策の内容２

家庭や地域との連携による学
校づくりの推進

施策の内容３

地域の教育力向上のための取
組の推進
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再
掲

生徒、教員、保護者が、地域自治体や県警と連携し、道徳教育の一
環として小・中・高校生や一般の方に、交通ルールの遵守やマナー
の向上、あいさつの励行等の声かけを行う

90
地域で子どもたちを見守り育てている子どもクラブ活動の充実と活性
化を図る

91 事　業　の　概　要

92
有害図書類の指定，自動販売機等に対する条例遵守状況の監視並
びに指導

再
掲

行政機関と関係業界の相互理解のもと、社会環境を整備するための
自主規制の実施及び啓発活動への取組

再
掲

青少年に対する啓発活動
○「ダメ。ゼッタイ。普及運動」
　ヤング街頭キャンペーン：  保健所毎に中・高校生と実施
○薬物乱用防止の出前講座（中・高生、専門学校等）の実施

93

ストーカー、DV、児童虐待事案などの対応強化するための総合対策
本部を設置し対応

94

児童虐待の予防、早期発見、早期対応への体制の充実と虐待防止
の啓発

再
掲

内閣府主唱の「青少年の非行･被害防止全国強調月間」（７月）に呼
応し、青少年の非行･被害防止活動の推進と健全育成の徹底を図る

95
幼稚園、小学校等における防犯教室の実施

96
幼稚園、小学校等における防犯教室の実施

再
掲

ストーカー、DV、児童虐待事案などの対応強化するための総合対策
本部を設置し対応

97
スクールサポーターの運用による登下校時の見守り活動の実施

青少年の非行・被害防止県民大会

社会教育課

スクールサポーターによる見守り活動
少年・女性安全対策課

及び各警察署

人身安全関連事案総合対策本部の設置

人身安全関連事案総合対策の設置

少年・女性安全対策課

薬物乱用対策推進事業
衛生薬務課及び各保健
福祉事務所（支所を含

む）

少年・女性安全対策課

担　当　課

子どもクラブ活性化事業
社会教育課

施策の内容 実　   施   　事　  業    名

取組の柱９　　子供・若者を取り巻く社会環境の健全化の推進

青少年保護育成のための環境浄化に関する条例
の運用 社会教育課

やまなし青少年社会環境健全化推進会議
社会教育課

児童虐待防止対策事業

子ども福祉課

通学時ﾏﾅｰｱｯﾌﾟ運動

高校教育課

防犯教室、防犯講座への講師派遣
県民生活・男女参画課

防犯教室 生活安全企画課
及び各警察署

施策の内容３

地域の教育力向上のための取
組の推進

施策の内容１
　
社会環境浄化対策の推進

施策の内容２

児童虐待等、子供・若者の被害
防止、保護活動の推進
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事　業　の　概　要

98

インターネットの安全利用ができる環境整備促進するための施策の
検討インターネットや携帯電話の安全利用に関する情報の普及啓発
活動の推進

99

教職員を対象とした研修を実施し、児童・生徒に情報モラルの必要性
や情報に対する責任を理解させ、望ましい情報社会の創造に参画し
ようとする態度の育成をめざす

再
掲

県内の高校生が集まり、情報モラルや安全利用の方法について意見
交換や学習することで、インターネット依存防止や安全利用の意識向
上の機会とする

100

インターネットの利用に起因するインターネット依存に悩んでいる人、
家族などの相談支援

再
掲

臨床心理士等をスクールカウンセラーとして学校に配置・派遣し、課
題を抱える児童生徒や保護者へのカウンセリングを行い、相談体制
の強化を図る

再
掲

いじめや不登校など様々な問題を抱える児童生徒やその保護者等
を対象に面接相談及び２４時間体制の電話相談を実施する

101

携帯電話販売店に対する要請活動
スマホ・ネットモラル教室、キャンペーンによる啓発

情報セキュリティ・ネットトラブル対応研修会

総合教育センター

施策の内容３

ＳＮＳ等の利用に起因する被
害・加害の防止

　

スクールカウンセラーの配置・派遣

総合教育センター面接相談・２４時間電話相談

義務教育課
（高校教育課）

総合教育センター

高校生のネットシンポジウム

実　   施   　事　  業    名 担　当　課
青少年のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用環境整備連絡会議の開
催

社会教育課

施策の内容

精神保健福祉センター（依存症相談窓口）におけ
る相談

施策の内容１

インターネットをめぐる適正利用
の推進

障害福祉課

啓発活動
少年・女性安全対策課

社会教育課

【重点】　取組の柱１０　　インターネットの適切な利用に関する取組の推進

施策の内容２

インターネット依存への対応

12



事　業　の　概　要

102

地域の青少年問題に関する専門職である青少年カウンセラーと連携
し、地域において青少年健全育成を支える市長村民会議の活動を支
援するとともに人材の育成を図る

103

青少年育成市長村民会議とＮＰＯ法人が、年間を通して相互に情報
を交流することで、ネットワークを強化する

104

内閣府主唱の「全国子供･若者育成支援強調月間」（１１月）に呼応
し、子供・若者育成支援に対する理解を深めるとともに、各種活動へ
の積極的な参加を促す

再
掲

地域で子どもたちを見守り育てている子どもクラブ活動の充実と活性
化を図る

105

教職生活の全体を通じて学び続ける教員を支援するための養成・採
用・研修の一体的な取組の推進

再
掲

子供・若者に係る様々な問題に対する理解を深めるとともに関係機
関とのネットワークを構築するため、地域援助推進協議会を年４回程
度実施する

事　業　の　概　要
106 地域の優れた芸術家や文化活動の指導者、地域産業に携わる人々

等と教員が協力して指導する取組の推進

再
掲

八丈島での自然体験活動（８泊９日）を通して、心豊かでたくましい青
少年の健全育成と地域リーダーとしての資質向上を図る

施策の内容１

やまなしのよさを実感する教育
の推進

いきいき教育地域人材活用推進事業

義務教育課

施策の内容１

地域の人材育成と活動支援の
充実

山梨県青少年カウンセラー会との連携

青少年育成県民会議事業（青少年関係ＮＰＯ法人等ネットワーク事業）

全国子供・若者育成支援強調月間に係る取組

社会教育課

社会教育課

社会教育課

施策の内容２

専門性の高い人材の養成・確
保

教育研修の実施

総合教育センター

法務少年支援センター甲府（甲府少年鑑別所）に
よる研修会

取組の柱１１　子供・若者の成長を地域で支える担い手の養成

施策の内容 実　   施   　事　  業    名 担　当　課

子どもクラブ活性化事業

社会教育課

青少年長期自然体験活動事業

社会教育課

実　   施   　事　  業    名 担　当　課施策の内容

基本目標Ⅳ　子供・若者の成長を支える担い手の養成

甲府少年鑑別所

基本目標Ⅴ　やまなしの未来を切り拓く子供・若者への応援

【重点】　取組の柱１２　ふるさと山梨のよさを理解し、愛着と誇りを持ち、未来を切り拓く子供・若者育成の推進
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107

地域産業界と工業系高校が連携し、工業系高校生の技術力を向上
させ、ものづくりを支える専門的職業人を育成する

再
掲

社会の変化や産業の動向等に対応した、高度な知識・技能を身につ
け、社会の第一線で活躍できる専門的職業人育成

再
掲

留学への支援

再
掲

大学や研究機関・企業・県立科学館との連携を深め、最先端の科学
技術や研究に触れる機会を提供し、科学への関心を高める。また、
指定校を拠点とし、その成果を県内の小・中学校に還元し、先進的な
理数教育を受ける機会を提供する

再
掲

アイオワへの短期留学プログラムの実施

再
掲

社会の変化や産業の動向等に対応した、高度な知識・技能を身につ
け、社会の第一線で活躍できる専門的職業人育成

施策の内容２

ふるさとに誇りを持ち、地域で活
躍する若者の支援

工業系高校生実践的技術力向上事業

高校教育課

スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH)

高校生留学促進事業
高校教育課

グローバル人材育成留学促進事業
高校教育課

高校教育課

スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH)

高校教育課

高校教育課

施策の内容３

グローバル社会で活躍する人
材や科学技術人材の育成

スーパー・サイエンス・ハイスクール（ＳＳＨ）
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